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田村市

阿武隈高原　田村市
福島県田村市は、2005 年 3月に滝根町・大越町・
都路村・常葉町・船引町が合併して誕生した人口約
４万人の地方小都市である。市の主な産業は稲作を
中心とした農業であり、葉タバコの生産量も多い。
2011 年の東日本大震災・福島原発事故に際しては、
市域の東端の一部（都路地域）に避難指示が出され
たが、2014 年４月には全国で最も早く解除されて
いる。

Urban Design Center Tamura
田村地域デザインセンター
(UDCT) は、福島県田村市におい
て、まちづくりを研究し実践を行
う地域密着型シンクタンクであ
る。田村市（公）・住民団体（民）・
東京大学（学）が連携して、地域
の未来を切り開き、諸課題に取り
組む新しい公共体である。
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都路町の古道地区に公的賃貸住宅を設計する。住・商・農が一
体となった拠点づくりに取り組む。

都路らしい住まい方を探るため古道地区の古民家の実測を行い、
そこから 18 の要素を抽出した。

住宅・商業・農業
の３つの部会に分
けて、それぞれで
意見を集約して
いった。

都路住生活基本構想協議会への参加

都路らしいまちなかでの住まい方とは？

平成 27 年度の建設に向けて、公的賃貸住宅の設計の検討を進め
ている。

公的賃貸住宅の設計
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ど～もの拡充

将来の拠点づくりに向けて一体的な整備を構想

グリーンパーク都路 実測を行ったよりあい亭「華」 設計敷地の現状

仮設店舗「ど～も」 「華」内観
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神俣駅駅舎滝根小学校あぶくま洞

駅前商店街

神俣駅の駅舎建て替えに伴い、新駅舎に備え付ける機能検討と
共に、駅を中心とした周辺まちづくり方針の提案を行なう。

神俣駅を中心とす
る滝根町の資源と
課題を住民と学生
が３つのグループ
に分かれて意見交
換・整理を行った。
　

まちの資源を活かしたまち
づくりの提案を『神俣を良
くする 104 の提案』として
カードにまとめた。　

神俣駅周辺まちづくり基本方針案として一年間のまとめを、住民
に提案。　

第１回神俣ワークショップ

第２回神俣ワークショップ

第３回神俣ワークショップ
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滝根小学校跡

神俣駅

滝根幼稚園

滝根中学校

三世代交流館

滝根公民館

滝根町役場

市営運動場
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周辺部には田畑が取り囲む

増加する耕作放棄地

新たに統合小
学校ができるこ
とで、現滝根小
学校を他用途
に利用すること
ができる。まち
を一望できる景
観が魅力的。

小学校の跡地利用

空き地・空き家の増加する商店街
かつての商店街
は空家や空き地
が増え、賑わい
が失われている。
また、車道が広
い分歩道が狭く、
歩行者環境が整
っていない。

線路による東西地域の分断
まちを南北に貫
く磐越東線がま
ちを東西に二分
してしまってい
る。線路を横断
する歩道橋はお
年寄りには上り
下りが大変。

駅舎のシンボル性

機能の不足

商店街のメイン
ストリートから
見通せる神俣駅
舎はまちのなか
おいて独特のデ
ザインによって
まちのシンボル
となっている。

駅舎は駅としての機能と会議室機能しか持ち合わせ
ておらず、まちの中心たる機能は不足している。また、
祭りなどのイベント時の会場になるが、周囲の広場と
一体的に利用できていない。

川沿いの空間が活かされていない
梵天川は水が綺
麗でまちのシン
ボル、憩いの空
間になれるポテ
ンシャルを秘め
ているが、活か
されていない。

教育・運動施設集中エリア

商業施設集中エリア

工場施設集中エリア

公共共益施設集中エリア

神俣駅を中心
とする滝根のま
ちは緑豊かな
山々に囲まれて
おり、自然を近
くに感じること
の出来る環境
にある。

豊かな森林資源

川沿い空間が
周囲の空間と
断絶しておらず
、小学校ができ
ると子供たちの
活動の場所と
なる可能性が
ある。

統合小学校建設地と川沿い空間

あたご山公園が荒れている

神俣の自然を活
かした公園だが、
手入れがされて
おらず、草木が生
い茂っていおり、
荒れてしまってい
る。
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神俣駅周辺地域
資源と課題　MAP
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2015 年 2月 9日
神俣駅周辺まちづくり基本方針案神俣駅周辺地域資源マップ

公園のとなりに古屋をリノベしたカフェや
パブリックスペースを作る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

既存の建物をリノベーショ
ンしたものと公園を組み合
わせることで、よりまちに
開かれたスペースを作り出
す。

川と共に生きる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

梵天川沿いの空き地に親水
公園をつくり、川や水に親
しみやすい環境をつくる。
川面まで降りられるような
階段をつくり、親子で水遊
びができるような公園をつ
くる。

まちづくり方針　　

基本理念　

課題　　　 将来都市構造図　

　少子高齢化が急激に進む社会状況において、暮らし続けられるまちを目指し、マチウチに活動を集中
させるために住民同士が近くに住むことができるまちづくりをします。マチウチに行政サービス・買い
物機能を集中させることで、歩いて行ける範囲で生活できる環境をつくり、自動車に頼らなくても暮ら
せるまちをつくります。地域の人々が顔を合わせる機会を増やすことでコミュニティを強化し、高齢者
を地域で支えるまち、地域で子育てができるまち、地域の活動が活発に行われる楽しいまちをつくりま
す。地域全体で来街者をもてなしてまちの魅力を発信し、神俣を他地域に対しても誇れるまちをつくり
ます。

2015 年 2月 9日
神俣駅周辺まちづくり基本方針案

　駅舎には現状の鉄道駅としての機能
と会議室だけでなく、神俣を訪れた人々
をもてなす機能と地域住民が利用・交
流できる機能を持たせます。駅前の広
場は交通処理機能やお祭りの舞台とし
てだけではなく、様々なシーンで地域
住民がイベントを行うことのできる場
として整備して、マチウチの賑わい創
出の中心的な役割を担います。

１. 駅舎と広場にマチウチの
中心としての機能を持たせる

　住む、買い物、交流がマチウチの歩
ける範囲内でできる環境を整えます。
特に、現在の商店街を「マチウチメイ
ンストリート」として、歩行者が優先
される環境を整えたり、商店街の空き
店舗や空き地を利用した住民交流施設・
アクティブシニアの活動拠点・子供の
ための学びの場などの機能を集め、マ
チウチの活動を集めます。また、高齢
者のマチウチへの居住を促進します。

２. 歩いて暮らせるマチウチ
居住を促進する

　滝根には良好な農村環境、豊かな緑、
あぶくま洞などの自然資源があります。
地域住民が集まって暮らすマチウチの
生活と豊かな自然資源を結び付けてい
きます。また、あぶくま洞の観光客が
マチウチを訪れる仕組みをつくります。

３. 滝根の良好な自然資源を
保全して活かす　

少子高齢化による日常生活の制約　
日本全体として高齢化が進んでおり、神
俣駅を中心とする滝根も例外ではありま
せん。現在の自動車に依存した生活をし
ていると、高齢者となり運転ができなく
なった時、医療機関や商業施設へのアク
セス手段がなくなってしまいます。また、
人口減少による税収の減少を考えると、
インフラサービスを効率化する必要が考
えられます。

人口減少社会が到来しコミュニティの活
動を支える世代が減っていく将来、改め
て地域コミュニティを強化する必要があ
ります。独居高齢者は地域で助け合い、
子育ても地域全体で支え合える環境が必
要ですが、現在のように分散して暮らし
ていると、住民同士の日常を見守ること
や、協力しあうことが難しいくなってし
まいます。

神俣にある資源の一つにあぶくま洞があ
ります。しかし、観光客は自動車で直接
あぶくま洞に行ってしまい、神俣のマチ
ウチに立ち寄ることはあまりありません。
立ち寄ることがあっても、マチウチには
観光客をもてなす機能があまりありませ
ん。そこで、もてなすことのできる機能
をつくり、観光客にマチウチに立ち寄っ
てもらう機会をつくる必要があります。

コミュニティの弱体化 来街者に対してもてなしができない
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マチウチ活動エリア 

歩行環境充実化

マチウチ生活エリア 

公共共益施設エリア 

工業・業務エリア 

農村環境保全エリア 

まちづくりコンセプト

「想い」を紡ぐまち神俣

「まちづくり組織」を作る
既存のグループに規制されない、自由な話し合いの場所を創りだし、住民が自主的にまちづくりに関わ
れるような環境づくりを行う。また、この「まちづくり組織」の活動を業種や年代を超えて広げる。
また、他の地域と連携することで相乗効果を生み出すことを目的とする。

まちづくりの進め方


